
2025年 12 月 1日 

  

産婦人科・精神科の外来診療あるいは入院診療を受けられた患者さんへ 

 

「 妊産婦の精神状態が母子に及ぼす影響の研究 」への

協力のお願い 
 

精神科では、下記のような診療を受けた患者さんの情報を用いた研究を行います。皆様

のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

研究の対象：2004年 4月 1日～2024年 3月 31日の間に、当院産婦人科において、分娩及

び通院を受けられた方 

研究期間：2024年 5月 10日～2027年 3月 31日 

研究目的・利用方法 :  

妊産婦死亡の最大の原因が自殺であることに加え、妊産婦の精神状態は、児の発育や虐

待の問題にも影響を与えるとされています。しかし、日本では妊産婦を支援する体制が確

立されていません。 

妊産婦の精神状態が母子に及ぼす影響についてデータを収集して分析に用いることで、

妊産婦の自殺、虐待、適応的な育児行動に関する危険因子や保護因子が明らかにされ、適

切な支援体制の構築に繋がることが期待できます。 

研究に用いる情報の項目： 

 以下の項目について、診療録から取得します。これらはいずれも日常診療によって得ら

れた項目です。 

（母体の評価項目） 

・精神疾患（DSM-5、ICD-10による精神科医の診断）： 

うつ病、双極性障害、統合失調症、不安症、強迫症、心的外傷及びストレス因関連障害、 

解離症、身体症状症、摂食障害、物質関連障害、睡眠障害、神経発達症 等の有無 

・初診時問診票： 

妊娠中の転居予定、生活苦や経済不安、住居の広さ、喘息、妊娠がわかった時の気持ち、 

パートナーとの関係、パートナーからの暴力の有無、家事の状況、家族の要介護者の有

無、最近の近親者の死去の有無、精神・身体障害の家族歴、困っていること、精神症状の

有無等 

・バースプラン： 

病院までの交通手段、立ち合い出産の希望の有無、入院中の部屋の希望、陣痛の際に積極

的にしたいこと、分娩室に入ってから希望したいこと、早期母子接触の希望、LDR分娩の

希望、過去の分娩への思いとかかった時間、母乳育児に関する希望、過去の産後の授乳方

法、出産前後に過ごす場所、出産前後にサポートしてくれる人の有無等 

・妊娠中検査所見： 

エジンバラうつ病評価尺度（EPDS）、一般身体所見：血圧、体重、体温 



血液検査：白血球数、赤血球数、ヘモグロビン、血小板数、総タンパク、アルブミン、

AST、ALT、BUN、クレアチニン、Na、K、Cl、Fe、血糖、HbA1c、TSH、FT3、FT4、CRP等 

心電図、尿検査：蛋白、糖 

・分娩：時間、方法、出血量、週数 

・患者背景：年齢、飲酒歴、喫煙歴、婚姻歴、内服薬、精神科入院歴等 

・自他覚症状 

・妊娠合併症（既往を含む）：流産、子宮内胎児発育遅延、子宮内胎児死亡、妊娠高血圧症

候群、産後出血、母体血栓症、切迫早産、周産期感染症等 

・多職種カンファレンスの有無：定期的、不定期 

・リエゾンチーム介入の有無：心理士面接の有無 

・母乳外来時所見：乳房の状態、授乳方法、母児の状態、アセスメント等 

・産後１か月健診時所見： 

授乳方法（母乳栄養、混合栄養、人工栄養）、授乳頻度・量、血圧、体重、子宮復古状況、

血液検査所見、尿所見、育児支援チェックリスト、赤ちゃんへの気持ち質問票、EPDS等 

・そのほか、産科医、精神科医、助産師コメント等 

（新生児の評価項目） 

・出生時身体所見：体重、身長、頭囲、胸囲、アプガースコア（1分後、5分後） 

・新生児仮死、薬物離脱症状、そのほかの合併症、入院日数等 

・1か月健診時身体所見 

・そのほか、産科医、小児科医、助産師コメント等 

 

研究に用いる情報の利用を開始する予定日：2024年 5月 10日  

 

研究への参加辞退をご希望の場合 

本研究に関して新たに患者さんに行っていただくことはありませんし、費用もかかりま

せん。本研究の内容や研究結果等について質問等がありましたら以下の連絡先まで問い合

わせください。また、情報が当該研究に用いられることについて了承いただけない場合に

は研究対象としませんので、以下の連絡先まで申し出ください。なお、本研究は、岐阜大

学大学院医学系研究科医学研究等倫理審査委員会において審査、承認され、研究科長・病

院長の許可を得ております。また、この研究への参加をお断りになった場合にも、将来に

わたって当科における診療・治療において不利益を被ることはありませんので、ご安心く

ださい。 

 

研究から生じる知的財産権の帰属と利益相反 

研究者及び岐阜大学に帰属し、研究対象者には生じません。研究の結果の解釈および結

果の解釈に影響を及ぼすような「起こりえる利益相反」は存在しません。 

 

 

 

 



研究責任者 

 岐阜大学医学部附属病院 精神科  

氏名： 蔵満 彩結実 

 

 

連絡先 

 岐阜大学医学部附属病院 精神科  

 電話番号：058-230-6265 

 氏名：蔵満 彩結実 

 

【苦情窓口】 

 岐阜大学医学系研究科・医学部 研究支援係 

 〒501-1194 

 岐阜県岐阜市柳戸１番１ 

 Tel：058-230-6059 

 E-mail：rinri@t.gifu-u.ac.jp 


